
                         

■同時発表先： 

合同庁舎記者クラブ、広島県政記者クラブ、中国地方建設記者クラブ 

お知らせ  

 記者発表資料 平成３０年 ８月 ８日 

 

 

 

 

 

 

「実効性のある避難を確保するための土砂災害対策検
討委員会」の現地調査について詳細をお知らせいた 
します              

 

 

 

上記について、別紙のとおり、国土交通省水管理・国土保全局 

砂防部が記者発表を行っていますので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】（委員会の開催場所に関すること） 

国土交通省 中国地方整備局 ☎（082）－221-9231（代表） 

（082）－511-6213（直通） 

河川部 河川保全管理官  武
たけ

 部
べ

  真
まさ

 実
み

 （内線 3519） 

【広報担当窓口】 

広報広聴対策官       岩
いわ

 下
した

  恭
やす

 久
ひさ

 （内線 2117） 

企画部 環境調整官    井
いの

 上
うえ

  和
かず

 久
ひさ

 （内線 3114） 

 



   
 

平 成 3 0 年 8 月 8 日 

水管理・国土保全局砂防部 
 

 

「実効性のある避難を確保するための土砂災害対策検討委員会」の 

現地調査について詳細をお知らせいたします 

 

 
 

１．日時 平成 30年 8月 10日（金） 12：30～18：00 

２．委員 別紙－１のとおり 

３．行程  

日付 時刻 内容 

8月 10日 

12:30～17:30 現地調査(広島県内)、意見交換（中国技術事務所） 

17:45～18:00 
ぶら下がり会見 

（中国技術事務所３階講堂 別紙－２） 
 

４．その他 

 ・意見交換終了後に委員長によるぶら下がり会見を行います。 

 ・現地調査、意見交換は非公開とさせて頂きます。 

・ぶら下がり会見への参加をご希望の方は、8月 9日（木）12時迄に、会社名、氏名、
連絡先を以下の問い合わせ先まで電話又は FAXにより連絡をお願いします。 

・当日は、ぶら下がり会見開始までに中国技術事務所３階講堂にお集まりください。 

 ・天候等により、予定が変わる可能性があります。 

 

 

 

 

問 い 合 わ せ 先 

国土交通省 水管理・国土保全局 

砂防部 砂防計画課 課長補佐 瀧口 茂隆（内線 36-136）、係長 赤澤 史顕（内線 36-135） 

TEL：03-5253-8111（代表）、03-5253-8466（直通） FAX：03-5253-1610 

 平成 30 年 7 月 27 日に公表いたしました「平成 30 年 7 月豪雨による土砂災害の検証

と今後の対策を検討する検討委員会を設置します」（参考資料を参照）について、現地調

査の日時、行程等の詳細をお知らせいたします。 

 

中国地方整備局 同時発表 



 別紙 

 

「実効性のある避難を確保するための土砂災害対策検討委員会」 

委員名簿 

 

  海堀正博 広島大学大学院 教授  

 小杉賢一朗 京都大学大学院 教授  

 阪本真由美 兵庫県立大学 准教授 

 中北英一 京都大学防災研究所 教授  

 中村 功 東洋大学 教授  

 藤田正治 京都大学防災研究所 教授  

 松本浩司 ＮＨＫ解説主幹  

 水山高久 政策研究大学院大学 特任教授  

 

別紙－１

akazawa-f28w
四角形

akazawa-f28w
四角形



ぶら下がり会見場所

広島県

中国技術事務所
（広島市安芸区船越南
2-8-1）

ぶら下がり会見場所
（中国技術事務所
３階講堂）

（中国技術事務所ＨＰより）

別紙－２



   
 

平 成 3 0 年 7 月 2 7 日 

水管理・国土保全局砂防部 
 

 

平成 30年 7月豪雨による土砂災害の検証と今後の対策を検討する 

検討委員会を設置します 

 

 
 

平成 30 年 7 月豪雨に伴い広島県、愛媛県を中心に広域にわたり多数の土砂災害が発

生し、通常の 1年分に相当する 1，000件以上の土砂災害が発生しました。 

今災害では、土砂災害警戒区域の指定や土砂災害警戒情報等を踏まえた避難勧告等が

概ねなされていたにもかかわらず、多数の犠牲者が発生しており、避難行動のあり方が

課題となっています。 

このため、国土交通省としては、検討委員会を設置し、 

① 平成 30年 7月豪雨による土砂災害の被害実態の検証 

② 土砂災害警戒情報に関する検証 

③ 土砂災害警戒区域に関する検証 

④ 実効性のある避難を確保するためのハード・ソフトの連携のあり方の検討 

を検討予定です。 

検討にあたり、以下のとおり、現地調査を予定しています。 

〇日  時  ： 平成 30年 8月 10日（金） 時間未定 

〇委  員  ： 別紙のとおり 

※現地調査後、委員による意見交換を予定しています。 

※詳細については、後日、改めてお知らせいたします。 

 
 
 

 

問 い 合 わ せ 先 

国土交通省 水管理・国土保全局 

砂防部 砂防計画課 課長補佐 瀧口 茂隆（内線 36-136）、係長 赤澤 史顕（内線 36-135） 

TEL：03-5253-8111（代表）、03-5253-8466（直通） FAX：03-5253-1610 

 平成 30 年 7 月豪雨による土砂災害を踏まえ、国土交通省では、土砂災害の被害の実

態、土砂災害警戒情報、ハザードマップ等の検証と今後の対策のあり方を検討するため、

「実効性のある避難を確保するための土砂災害対策検討委員会」を設置します。 

 参考資料
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